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今
年
の
「
寒
サ

バ
漁
は
二
月
上
旬

に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
二
月
九
日

に
は
、
神
奈
川
県

の
漁
業
指
導
船

「
江
の
島
丸
」が
、

丸
々
と
太
っ
た
サ
バ
を
三

崎
魚
市
場
に
水
揚
げ
し
ま

し
た
▼
こ
の
サ
バ
は
伊
豆

諸
島
の
新
島
の
西
側
に
あ

る
「
ひ
ょ
う
た
ん
瀬
」
と

い
う
漁
場
で
漁
獲
し
た
も

の
で
し
た
。
水
揚
げ
し
た

サ
バ
の
う
ち
八
割
は
マ
サ

バ
で
、
残
り
は
ゴ
マ
サ
バ

で
し
た
。
し
か
も
そ
の
マ

サ
バ
の
半
分
は
、
五
歳
魚

と
い
う
脂
の
乗
り
が
抜
群

の
大
型
魚
で
し
た
▼
「
こ

の
ぶ
ん
だ
と
、
今
年
は
寒

サ
バ
が
堪
能
で
き
そ
う
で

す
ね
」
と
、
体
長
を
測
定

し
て
い
た
神
奈
川
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
の
岡
部
久

さ
ん
に
話
し
か
け
る
と
、

「
今
後
、
こ
の
五
歳
魚
が

漁
獲
の
主
体
に
な
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
の

こ
と
▼
こ
の
よ
う
な
「
ま

さ
に
寒
サ
バ
」
と
呼
ば
れ

る
大
型
の
マ
サ
バ
が
先
行

し
て
漁
獲
さ
れ
る
こ
と
は

あ
る
が
、
資
源
は
多
く
な

く
「
ボ
ー
ナ
ス
の
よ
う
な

も
の
」
だ
そ
う
で
す
▼
今

後
、
漁
場
に
暖
水
が
入
り

込
ん
で
く
る
と
、
マ
サ
バ

の
二
歳
魚
が
漁
獲
の
中
心

に
な
る
が
、
マ
サ
バ
全
体

と
し
て
は
昨
年
を
下
回
り

そ
う
で
す
。
岡
部
さ
ん
は
、

「
マ
サ
バ
の
資
源
回
復
を

図
る
た
め
に
は
、
親
魚
と

な
る
二
歳
魚
の
保
護
が
絶

対
に
必
要
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

二
十
一
年
神
奈
川
県
水
産
関
係
団
体
賀
詞

交
歓
会
は
、
一
月
十
九
日
正
午
か
ら
横
浜
市

で
開
か
れ
ま
し
た
。
高
橋
征
人
神
奈
川
漁
連

会
長
は
「
今
年
は
漁
連
、
多
く
の
漁
協
が
創

立
六
十
で
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
協
同
の
力
で

県
下
漁
業
の
発
展
を
目
指
し
た
い
」
と
主
催

者
代
表
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
野
義
博
神
奈
川
県
副
知
事
は
「
神
奈
川

県
は
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
、
直
販
事
業
な
ど

を
支
援
し
て
い
る
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
、
牧
島
功
水
難
救
済
会
会
長
は
「
魚
を

食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
米
食
文
化
の
復

活
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
来

賓
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
谷
潤
県
信
漁
連
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
に

入
り
、
和
や
か
に
歓
談
が
続
き
、
最
後
に
栗

原
梅
吉
県
内
水
面
漁
連
会
長
が
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

盛況だった賀詞交歓会

　

神
奈
川
県
の
松
沢
成
文
知

事
は
、
二
月
六
日
、
二
十
一

年
度
の
当
初
予
算
案
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
重

点
施
策
を
展
開
す
る
た
め
に

「
重
要
水
産
資
源
回
復
推
進

事
業
費
」
と
し
て
、
千
二
百

十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
資
源
悪
化
が
著
し
い

シ
ャ
コ
や
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ア

ワ
ビ
資
源
の
回
復
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
県
民
参
加
型

の
種
苗
放
流
な
ど
を
助
成
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
水
産
物
直

販
支
援
事
業
」
を
行
う
た
め

百
六
十
八
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
景
気
の
悪
化
に
対
応
し

た
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付

け
、
漁
業
者
自
ら
が
、
漁
獲

物
を
適
正
価
格
で
販
売
で
き

る
新
た
な
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
農
産
物
直
販
所
で
の

鮮
魚
の
直
売
を
支
援
し
ま
す
。

　

技
術
支
援
・
指
導
の
実
施

で
は
、
「
漁
場
整
備
事
業
」

（
事
業
費
二
億
三
千
五
百
万

円
）
を
行
い
ま
す
。
磯
根
資

源
の
増
大
な
ど
の
た
め
の
地

先
型
増
殖
場
の
整
備
（
三
浦

半
島
南
西
部
）
及
び
新
た
な

漁
場
造
成
の
た
め
の
浮
魚
礁

の
設
置
（
相
模
湾
東
部
）
を

行
い
ま
す
。

　

生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、

漁
業
生
産
活
動
の
効
率
化
と

漁
船
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、

「
漁
港
整
備
事
業
」
（
事
業

費
約
三
十
二
億
七
千
万
円
）

を
行
い
ま
す
。
沿
岸
漁
業
の

振
興
の
た
め
の
藻
場
や
底
質

な
ど
漁
場
環
境
の
調
査
・
監

視
の
た
め
「
漁
場
環
境
保
全

推
進
事
業
」
（
事
業
費
百
八

十
五
万
円
）
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

重
要
資
源
回
復
推
進
事
業
な
ど
を
展
開

種苗放流がマダイの捕獲量を支える種苗放流がマダイの捕獲量を支える
　

神
奈
川
県
下
の
漁
業
で
漁

獲
さ
れ
る
マ
ダ
イ
は
、
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年

代
の
は
じ
め
ま
で
は
百
ト
ン

近
い
数
量
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
そ
の
後
は
、
二
十
〜
三
十

ト
ン
台
に
落
ち
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
マ
ダ
イ
資
源
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
、
神
奈
川

県
は
昭
和
五
十
二
年
か
ら
マ

ダ
イ
種
苗
の
放
流
に
着
手
し
、

六
十
二
年
か
ら
は
協
会
が
種

苗
生
産
、
放
流
事
業
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

ま
で
、
年
間
約
百
万
尾
の
マ

ダ
イ
稚
魚
を
放
流
す
る
資
源

増
大
促
進
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
漁
業
で
漁
獲

し
た
り
、
遊
漁
者
が
釣
り
上

げ
る
マ
ダ
イ
の
合
計
数
量
は

約
九
十
ト
ン
ま
で
に
な
り
、

そ
の
約
四
割
は
放
流
し
た
稚
、

魚
が
大
き
く
育
っ
た
マ
ダ
イ

で
し
た
。
標
識
を
付
け
た
放

流
魚
や
、
か
つ
て
は
、
捕
獲

さ
れ
た
マ
ダ
イ
の
鼻
孔
の
違

い
で
天
然
魚
か
放
流
魚
か
の

違
い
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
く
育
つ
と
標

識
が
取
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
、

放
流
魚
が
成
長
し
て
産
卵
を

始
め
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
、
放
流
魚
の
二
代
目
以
降

は
天
然
か
放
流
か
の
区
別
は

つ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
天
然
と

し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
中
に

も
、
放
流
魚
の
「
子
孫
」
が

間
違
い
な
く
存
在
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
現
在
の
捕
獲
量

の
中
で
の
天
然
魚
と
放
流
魚

の
比
率
は
、
放
流
魚
が
も
っ

と
高
い
も
の
と
み
て
い
い
で

し
ょ
う
。
か
つ
て
、
釣
り
人

が
六
・
五
キ
ロ
と
い
う
放
流

マ
ダ
イ
の
大
物
を
釣
り
上
げ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

マ
ダ
イ
は
ど
れ
ほ
ど
の
「
子

孫
」
を
残
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
種

苗
放
流
の
大
切
さ
を
裏
付
け

て
い
ま
す
、

　

そ
れ
と
、
神
奈
川
県
は
、

全
国
で
最
も
多
く
の
遊
漁
者

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
県
下
の
マ
ダ
イ
捕
獲

量
の
内
、
漁
業
者
が
漁
獲
す

る
も
の
よ
り
遊
漁
者
が
釣
り

上
げ
る
マ
ダ

イ
の
方
が
多

い
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平

成
十
三
年
度

か
ら
「
マ
ダ

イ
遊
漁
者
協

力
金
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

平
成
十
二

年
度
ま
で
の

マ
ダ
イ
種
苗

放
流
経
費
は
、

協
会
、
補
助

金
、
漁
業
者

や
遊
漁
船
業
者
が
負
担
し
て

い
ま
し
た
が
、
マ
ダ
イ
の
放

流
効
果
及
び
資
源
の
利
用
実

態
を
考
え
、
マ
ダ
イ
釣
り
を

楽
し
む
遊
漁
者
に
も
経
費
を

負
担
し
て
も
ら
お
う
と
、
十

三
年
度
か
ら
任
意
の
協
力
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

遊
漁
船
に
乗
り
マ
ダ
イ
釣

り
を
行
う
釣
り
人
に
、
一
回

一
人
二
百
円
を
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
年
度
は
遊
漁
者
協
力
金
に

加
え
、
マ
ダ
イ
資
源
増
大
に

使
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
各
団
体
、

企
業
、
釣
り
同

好
会
な
ど
か
ら

の
寄
付
を
合
わ

せ
る
と
、
約
千

二
百
万
円
の
納

入
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ

の
後
の
不
況
で

遊
漁
者
が
少
な

く
な
り
協
力
金

が
減
少
し
て
、

そ
こ
で
、
遊
漁
者
に
加
え
遊

漁
船
業
者
も
一
隻
一
カ
月
一

万
円
の
協
力
金
を
出
し
て
い

た
だ
き
、
目
標
を
七
百
万
円

に
設
定
す
る
よ
う
に
見
直
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年

度
は
一
月
末
現
在
で
約
三
百

万
円
の
協
力
金
が
届
い
て
お

り
、
年
度
末
に
は
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

放流したマダイ種苗がこんなに大きくなりました

神
奈
川
県
二
十
一
年
度
当
初
予
算
案
発
表

６.５キロの大物に育ったマダイがつりあげられたことも

マダイ資源増大促進事業マダイ資源増大促進事業

二
十
一
年

水
産
団
体
賀
詞
交
歓
会
開
く

マダイ協力金の変化

マダイ種苗放流・天然、放流魚の捕獲実績

放流魚

天然魚

種苗放流数（千尾）



さ い ば い ニ ュ ー ス （２）2009 年（平成 21年）３月１日 第83号

ア
ワ
ビ
は
県
下
漁
協
な
ど
、
サ
ザ
エ
は
県
外
に

　

協
会
は
、
二
十
年
度
種
苗

供
給
事
業
で
約
三
十
万
個
の

ア
ワ
ビ
の
種
苗
を
、
昨
年
六

月
に
小
田
原
市
漁
協
、
日
本

食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
に
配
布

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
七
月

に
は
中
央
水
産
研
究
所
に
配

布
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
昨

年
秋
か
ら
県
下
の
漁
協
に
配

布
を
続
け
、
今
年
三
月
に
静

岡
県
・
伊
東
市
漁
協
、
み
う

ら
漁
協
、
福
浦
漁
協
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
養
殖
用
の
ア
ワ
ビ

種
苗
の
配
布
は
、
昨
年
五
月

に
中
央
水
産
研
究
所
に
配
布

し
、
八
月
の
神
奈
川
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
の
後
は
、
昨

年
秋
か
ら
今
年
に
か
け
て
県

下
の
漁
協
な
ど
や
伊
東
市
漁

協
稲
取
支
所
に
配
布
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
み
う

ら
漁
協
、
初
声
漁
協
、
長
井

町
漁
協
漁
業
研
究
部
会
連
合

会
、
伊
東
市
漁
協
伊
東
地
区

と
宇
佐
美
地
区
に
配
布
す
る

予
定
で
、
養
殖
用
の
配
布
合

計
個
数
は
約
六
万
五
千
個
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
う
ら
漁
協
松
輪

支
所
に
、
三
万
個
の
中
間
育

成
用
ア
ワ
ビ
種
苗
を
配
布
す

る
予
定
で
す
。
漁
獲
さ
れ
る

ア
ワ
ビ
の
九
割
以
上
は
、
放

流
し
た
稚
貝
が
大
き
く
育
っ

た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、

漁
業
者
は
、
稚
貝
を
籠
に
入

れ
、
餌
の
海
藻
が
豊
富
で
大

型
の
ア
ワ
ビ
が
生
息
し
て
い

る
環
境
の
良
い
海
底
に
て
い

ね
い
に
沈
め
る
な
ど
、
ア
ワ

ビ
の
資
源
の
維
持
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ザ
エ
種
苗
の
配

布
個
数
は
約
二
十
五
万
個
で
、

県
外
に
配
布
し
ま
し
た
。
昨

年
五
月
に
宮
崎
県
の
川
南
町

漁
協
に
配
布
し
、
昨
年
秋
か

ら
愛
媛
県
、
香
川
県
、
和
歌

山
県
、
三
重
県
、
千
葉
県
の

水
産
団
体
な
ど
に
配
布
を
終

え
ま
し
た
。
三
月
中
に
伊
東

市
漁
協
、
福
岡
県
漁
連
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。

　

新
春
神
奈
川
県
漁
業
者
交

流
大
会
は
、
一
月
九
日
、
横

浜
市
神
奈
川
区
の
か
な
が
わ

県
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
百
八
十
人
を
超
す

漁
業
関
係
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
米
山
健
神
奈
川
県
環
境

農
政
部
水
産
課
長
は
「
今
年

は
燃
油
価
格
が

下
が
り
一
安
心

し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
漁
業
経
営
の
安
定
に

努
め
な
い
と
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
今

日
の
活
動
発
表
は
魚
価
の
向

上
へ
の
努
力
と
女
性
が
漁
業

に
就
業
し
た
経
験
を
話
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
参
考
に
な

る
で
し
ょ
う
」
と
主
催
者
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
十
年
度
漁
業
士
認
定
書

授
与
式
で
青
年
漁
業
士
に
横

浜
市
漁
協
柴
支
所
の
宍
倉
繁

徳
、
小
山
雄
輔
の
二
氏
、
指

導
漁
業
士
に
同
漁
協
本
牧
支

所
の
落
合
延
光
、
逗
子
市
・

小
坪
漁
協
の
大
竹
勝
、
鎌
倉

漁
協
の
木
村
和
俊
、
藤
沢

市
・
江
の
島
片
瀬
漁
協
の
浜

野
暁
夫
、
茅
ヶ
崎
市
漁
協
の

真
間
義
嘉
氏
の
五
氏
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
み
う
ら

漁
協
・
松
輪
小
釣
研
究
会
の

鈴
木
和
紀
氏
が
「
松
輪
サ
バ

Ｐ
Ｒ
事
業
〜
生
産
者
か
ら
消

費
者
へ
の
情
報
発
信
〜
」
と

題
し
、
「
Ｐ
Ｒ
事
業
は
販
売

促
進
・
消
費
拡
大
に
着
実
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
、

鎌
倉
漁
協
漁
業
研
究
会
の
岩

橋
桃
子
さ
ん
は
「
漁
業
社
会

に
飛
び
込
ん
で
〜
全
く
予
想

も
し
て
い
な
か
っ
た
漁
師
へ

の
道
〜
」
と
題
し
、
「
女
性
、

男
性
を
問
わ
ず
こ
れ
か
ら
漁

業
者
に
な
り
た
い
人
に
、
私

の
生
き
方
が
一
つ
の
ヒ
ン
ト

に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
休
憩
の
時
間
に

は
、
県
下
各
地
で
の
活
動
を

パ
ネ
ル
展
示
し
た
場
所
で
、

担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、

最
後
に
、
神
奈
川
県
環
境
農

政
部
水
産
課
の
杉
浦
暁
裕
氏

が
「
沿
海
地
区
漁
協
の
基
盤

強
化
」
と
題
し
話
題
を
提
供

し
ま
し
た
。
「
経
営
の
安
定

し
た
新
た
な
漁
協
の
将
来
像

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

大勢が参加した交流大会

漁業士認定書授与式

ＰＲが販促に、と鈴木氏

私の生き方がヒントになれば、と岩橋さん

Ｊ
Ａ
直
販
所
で
の
水
産
物
販
売
が
始
ま
る

　

神
奈
川
県
が
景
気
悪
化
に

対
応
し
た
取
り
組
み
と
し
て

始
め
た
「
水
産
物
直
販
支
援

事
業
」
は
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川

崎
大
型
農
産
物
直
売
所
「
セ

レ
サ
モ
ス
」
、
小
田
原
・
Ｊ

Ａ
か
な
が
わ
西
湘
の
「
ド
レ

フ
ァ
ー
ミ
」
、
秦
野
の
「
は

だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
」
で
始
ま

り
ま
し
た
。
生
産
者
直
販
で

鮮
度
の
良
さ
や
価
格
が
割
安

な
こ
と
か
ら
、
評
判
が
い
い

そ
う
で
す
。

　

漁
業
者
が
適
正
な
価
格
で

販
売
で
き
る
体
制
を
構
築
で

き
れ
ば
、
と
今
年
度
か
ら
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
川
崎

と
秦
野
は
、
神
奈
川
県
漁
連

が
一
般
的
な
落
札
価
格
よ
り

二
割
ほ
ど
高
く
生
産
者
か
ら

買
っ
た
鮮
魚
を
販
売
し
て
お

り
、
小
田
原
で
は
真
鶴
町
漁

協
が
直
販
し
て
い
ま
す
。

　

川
崎
の
「
セ
レ
サ
モ
ス
」

で
は
、
横
浜
市
漁
協
の
組
合

員
が
漁
獲
し
た
東
京
湾
の
鮮

魚
を
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

に
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ド
レ
フ
ァ
ー
ミ
」
で
は
、

真
鶴
町
漁
協
が
定
置
網
で
獲

れ
た
鮮
魚
や
組
合
で
製
造
し

て
い
る
干
物
な
ど
を
第
一
、

第
三
土
曜
日
に
、
「
は
だ
の

じ
ば
さ
ん
ず
」
で
は
、
江
の

島
片
瀬
漁
協
や
平
塚
市
漁
協

の
定
置
網
や
一
本
釣
り

漁
業
で
漁
獲
し
た
鮮
魚

を
、
毎
週
木
曜
日
に
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
直
販
所
で

も
、
販
売
開
始
前
か
ら

消
費
者
が
列
を
作
る
ほ

ど
の
人
気
で
す
。
こ
の

事
業
が
定
着
す
れ
ば
、

漁
業
者
が
自
分
の
「
希

望
価
格
」
で
漁
獲
物
が

販
売
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
、
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

鮮魚の販売好評

ま
ぐ
ろ
千
夜
一
夜

第
14
話 

チ
ャ
ゴ
ス
の
珊
瑚
獲
り　

⑤

続　

  

艫
の
オ
ン
チ
ャ
ン
航
海
記

　

（
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ‥

好
漁
続
き
で

ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
た
後
の
テ
キ
ス
イ
（
漁
場

探
索
）
で
三
日
ば
か
り
操
業
が
な
く
ホ
ッ
と

一
息
つ
い
た
の
で
す
が
、
船
の
行
き
先
は
、

船
乗
り
が
怖
く
て
と
て
も
寄
り
付
か
な
い
チ

ャ
ゴ
ス
海
域
で
し
た
）

　
　
　
　
　

　

二
日
目
の
朝
、
「
皆
胴
の
間
に
集
合
せ
い
。

今
か
ら
作
業
や
」
と
甲
板
長
が
怒
鳴
る
と
、

一
同
、
眼
を
こ
す
り
こ
す
り
し
乍
ら
、
三
々

五
々
集
ま
っ
て
来
ま
す
。

　

船
頭
は
も
う
胴
の
間
に
来
て
居
て
、
機
関

場
の
若
い
衆
に
一
語
二
語
指
示
を
与
え
、
次

ぎ
に
甲
板
長
に
、
何
か
図
面
の
よ
う
な
も
の

を
手
渡
し
、
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

甲
板
長
は
ひ
と
し
き
り
紙
片
を
眺
め
て
い

ま
し
た
が
、
「
オ
イ
、
皆
聞
い
て
く
れ
え
や
。

こ
の
中
で
珊
瑚
網
を
作
っ
た
こ
と
の
あ
る
者

は
居
ら
ん
か
」
と
訊
ね
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
誰
一
人
「
知
っ
て
い
る
」
と
い

う
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
ホ
ナ
、
珊
瑚
網
を
見
た
こ
と
の
あ
る
者

で
も
え
え
が
、
居
ら
ん
か
の
う
」
と
再
び
問

い
掛
け
、
グ
ル
リ
と
一
同
を
見
渡
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
も
答
え
る
者
は
居
り
ま
せ
ん
。

　

「
珊
瑚
網
、
一
体
何
の
こ
っ
ち
ゃ
？
縄
船

に
何
で
珊
瑚
網
み
た
い
な
怪
体
な
も
ん
が
要

る
ん
や
」
と
一
様
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、

ど
の
顔
に
も
出
て
い
る
の
で
す
。

　

「
実
は
の
う
、
チ
ャ
ゴ
ス
で
珊
瑚
網
や
っ

て
、
大
儲
け
し
よ
う
、
と
船
頭
が
言
う
と
る

ん
じ
ゃ
。
そ
ん
で
、
船
で
網
を
作
っ
て
、
珊

瑚
を
仰
山
獲
っ
て
な
、
皆
大
金
持
ち
と
い
う

寸
法
や
」
と
の
甲
板
長
の
説
明
に
、
一
同
狐

に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
に
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る

の
で
す
。

　

―

こ
り
ゃ
、
船
頭
は
い
よ
い
よ
お
か
し
い
。

エ
ラ
い
こ
と
に
な
っ
て
し
も
う
た
ぞ―

口
に
こ
そ
出
さ
な
い
が
、
皆
が
そ
う
考
え
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
黙
っ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
皆
の

反
応
を
見
て
い
た
船
頭
で
す
が
、
や
お
ら
儂

に
語
り
掛
け
た
ん
で
す
。

　

「
ま
ぁ
、
大
儲
け
は
冗
談
だ
が
な
。
い
う

な
れ
ば
気
分
転
換
と
思
っ
て
貰
え
ば
い
い
ん

だ
。
年
が
ら
年
中
マ
グ
ロ
の
尻
を
追

っ
か
け
て
ば
か
り
の
生
活
も
、
そ
れ

は
そ
れ
で
結
構
だ
が
、
た
ま
に
は
、

滅
多
に
や
れ
な
い
こ
と
、
他
人
が
思

い
付
き
も
し
な
い
こ
と
を
す
る
の
も

面
白
い
の
で
は
な
い
か
な
ぁ
。
話
の

種
に
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
た
、
あ
ん

な
こ
と
も
や
っ
た―

、
そ
ん
な
こ
と

あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
が
ど
う
だ
。
遊
び
だ
、
遊
び
だ
よ
」
そ
う
言

っ
て
呵
々
大
笑
す
る
ん
で
す
よ
。

　

い
や
ホ
ン
マ
に
変
わ
っ
た
人
で
す
な
ぁ
。
こ

ん
な
ん
、
儂
も
何
人
も
の
船
頭
に
仕
え
て
き
ま

し
た
が
、
初
め
て
で
す
わ
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
直
径
七
〜
八

セ
ン
チ
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
鉄
パ
イ
プ

を
、
機
械
場
の
若
い
衆
が
運
ん
で
き
ま
し
た
。

両
端
に
頑
丈
な
シ
ャ
ッ
ク
ル
が
付
い
て
い
て
、

パ
イ
プ
の
所
々
に
は
、
網
を
縛
り
付
け
る
ピ
ー

ス
も
溶
接
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
古
縄
を
垂
ら
す
よ
う
に
取
り
付
け
、

パ
イ
プ
の
両
端
を
二
本
の
ワ
イ
ヤ
ー
で
支
え
、

こ
れ
も
シ
ャ
ッ
ク
ル
で
結
合
し
た
も
の
を
、
船

の
舷
側
か
ら
曳
く
の
だ
そ
う
で
す
。
鉄
パ
イ
プ

が
珊
瑚
に
当
た
る
と
、
珊
瑚
礁
が
崩
れ
、
そ
の

落
ち
る
片
を
、
ブ
ラ
下
げ
た
網
に
引
っ
掛
け
る

仕
掛
け
ら
し
い
。

　

初
め
は
、
半
信
半
疑
だ
っ
た
乗
り
組
の
連
中

も
、
だ
ん
だ
ん
興
味
を
持
ち
始
め
、
皆
で
手
分

け
し
な
が
ら
作
業
を
始
め
ま
す
と
、
二
〜
三
時

間
で
、
図
面
と
よ
く
似
た
漁
具―

、
珊
瑚
網
が

完
成
し
た
の
で
す
。

　

作
業
が
終
わ
る
と
、
他
に
す
る
こ
と
が
何
も

な
い
た
め
、
皆
で
あ
ち
こ
ち
に
ト
グ
ロ
を
巻
い

て
、
珊
瑚
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
で
ホ
ン
マ
に
大
儲
け
し
た
ら
、
俺
ぁ

船
止
め
て
、
何
か
え
え
商
売
始
め
る
な
ぁ
」
と

誰
か
が
言
う
と
、
他
の
一
人
は

　

「
俺
は
よ
う
、
で
け
え
家
建
て
て
よ
う
、
そ

ん
で
毎
晩
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
や
ら
か
す
べ
え
よ

…

」

　

皆
口
々
に
好
き
勝
手
な
能
書
き
を
吹
い
て
、

久
し
振
り
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
も
の
で
し

た
。　

　

失
敗
し
た
珊
瑚
獲
り

　

翌
日
、
チ
ャ
ゴ
ス
の
リ
ー
フ
海
域
に
到
着
し

ま
し
た
。
船
速
を
最
微
速
に
落
と
し
、
魚
探
を

見
乍
ら
、
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
と
近
付
い
て
行
き
ま

す
。

　

誰
も
が
息
を
呑
み
緊
張
が
船
中
を
包
み
ま
す
。

船
頭
は
実
に
悠
然
た
る
も
の
で
、
穏
や
か
な
表

情
の
ま
ま
、
前
方
を
見
詰
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

二
十
年
度
種
苗
供
給
事
業
で
配
布
中

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

新
春
神
奈
川
県
漁
業
者
交
流
大
会

川
崎
、小
田
原
、秦
野
で
消
費
者
が
列
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２０年度第２回相模湾定置網漁海況予測説明会開く

マアジは１歳魚主体で１,１００トンと好漁予想
　

相
模
湾
試
験
場
は
、
二
月
十
二
日
、
二
十
年
度

第
二
回
相
模
湾
定
置
網
漁
海
況
予
測
説
明
会
を
開

き
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
の
年
間
の
ジ
ン
ダ
の
漁

獲
量
が
極
め
て
高
水
準
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年

上
半
期
の
マ
ア
ジ
の
漁
獲
量
は
、
千
百
ト
ン
の
好

漁
に
な
る
、
と
同
試
験
場
の
片
山
俊
之
技
師
は
予

測
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
三
十
五
人
の

定
置
網
漁
業
関
係
者
が
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

同
試
験
場
の
高
田
啓
一
郎
場

長
は
、
「
昨
年
は
サ
バ
が
大

漁
に
な
っ
た
な
ど
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が

感
じ
た
こ
と
や
意
見
を
出
し

て
も
ら
い
、
さ
ら
に
精
度
の

高
い
情
報
を
出
す
よ
う
に
努

め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

片
山
技
師
は
、
二
十
年
下

半
期
の
漁
海
況
経
過
と
二
十

一
年
上
半
期
の
漁
海
況
見
通

し
を
説
明
し
ま
し
た
。
昨
年

の
黒
潮
の
動
向
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
昨
年
下
半
期
の
相

模
湾
の
定
置
網
に
よ
る
漁
獲

は
、
サ
バ
を
主
体
に
全
般
に

好
調
で
あ
っ
た
、
と
話
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
今
年
上
半
期
の
漁

獲
量
に
つ
い
て
、
ブ
リ
は
前

年
同
期
を
下
回
り
、
ワ
ラ
サ

は
上
回
り
、
マ
ア
ジ
は
、
正

の
相
関
が
み
ら
れ
る
二
〇
〇

八
年
の
ジ
ン
ダ
の
漁
獲
量
が

極
め
て
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
年
の
年
間
漁
獲
量
を
大
幅

に
上
回
る
千
百
ト
ン
の
漁
獲

が
見
込
ま
れ
る
、
と
説
明
し

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
神
奈
川
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
の
清
水
顕
太

郎
主
任
研
究
員
が
、
関
東
・

東
海
海
況
速
報
は
精
度
が
高

い
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
試
験
場
の
石
戸
谷
博
範
専

門
研
究
員
は
、
急
潮
が
発
生

す
る
事
例
を
紹
介
し
、
付
着

物
の
除
去
、
網
の
撤
去
な
ど

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
、
と

提
言
し
ま
し
た
。

マアジは好漁、と説明会

ハ
ワ
イ
州
立
大
学
と
海
洋
教
育
協
定
結
ぶ

　

神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高

校
（
旧
三
崎
水
産
高
校
、
新

井
由
紀
男
校
長
）
は
、
昨
年

十
二
月
、
ハ
ワ
イ
州
立
大
学

と
海
洋
教
育
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
海
洋
教
育
を
学
ぶ
生

徒
の
視
野
を
世
界
に
広
げ
、

将
来
の
夢
を
育
む
き
っ
か
け

に
し
た
い
と
、
新
井
校
長
先

生
が
ハ
ワ
イ
に
出
か
け
、
同

大
学
の
フ
ラ
ン
ク
・
サ
ン
ソ

ー
ネ
海
洋
学
部
長
と
協
定
書

に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
井
先
生
は
、
「
当
校
の

生
徒
は
、
同
大
学
で
海
洋
研

究
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
す
が
、
ホ
ノ
ル
ル
に
寄

港
し
て
い
た
実
習
船
「
湘
南

丸
」
に
乗
船
し
て
い
た
水
産

工
学
科
三
年
生
三
十
二
名
と

専
攻
科
漁
業
生
産
科
一
年
生

七
名
は
、
早
速
、
同
大
学
で

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

締
結
し
た
協
定
の
内
容
は
、

ハ
ワ
イ
州
立
大
学
海
洋
学
部

は
、
同
高
校
に
海
洋
に
関
す

る
特
別
講
演
を
提
供
し
、
受

講
を
希
望
す
る
生
徒
の
受
け

入
れ
を
行
い
、
さ
ら
に
、
同

学
部
は
教
育
に
関
す
る
情
報

交
換
、
双
方
が
合
意
し
た
事

項
に
つ
い
て
教
育
交
流
を
行

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

湘
南
丸
は
、
年
二
回
の
洋

上
実
習
の
と
き
ハ
ワ
イ
に
寄

港
し
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
は

島
内
を
見
て
回
る
だ
け
で
は

な
く
、
同
大
学
を
訪
問
す
る

よ
う
に
な
り
、
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。
同
大
学
は
、
海

洋
研
究
で
は
全
米
で
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
学
校
で
す
。
そ
れ

だ
け
に
、
今
回
の
協
定
書
の

締
結
は
、
海
を
知
り
、
海
を

守
り
、
海
を
拓
く
、
を
校
訓

と
す
る
同
高
校
の
教
育
的
な

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
井
先
生
は
、
「
今
後
、

洋
上
実
習
に
参
加
し
て
い
な

い
生
徒
な
ど
が
同
大
学
を
訪

問
し
た
り
、
同
大
学
の
関
係

者
が
日
本
に
来
た
機
会
に
、

当
校
で
講
演
し
て
も
ら
う
こ

と
も
検
討
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

早速、講演を聴く実習生たち

水
産
資
源
回
復
、
海
の
森
づ
く
り
な
ど
の
事
業
を
展
開

　

昨
年
七
月
に
新
事
務
所
に

移
転
し
た
社
団
法
人
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
は
、

こ
れ
ま
で
、
栽
培
漁
業
に
よ

る
資
源
回
復
や
そ
の
成
果
の

実
証
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
の
支
援
な
ど
、
栽
培

漁
業
の
推
進
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
関
係
都
道

府
県
に
よ
る
広
域
的
な
連
携

に
よ
る
取
り
組
み
を
通
じ
、

効
率
的
な
種
苗
放
流
体
制
を

構
築
し
、
資
源
回
復
を
目
指

す
「
栽
培
漁
業
資
源
回
復
等

対
策
事
業
」
、
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
卵

や
種
苗
を
用
い
て
、
各
地
の

特
徴
を
活
か
し
た
調
査
・
試

験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
種

苗
生
産
・
中
間
育
成
な
ど
の

技
術
を
実
証
す
る
「
栽
培
漁

業
の
実
証
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

複
数
県
に
ま
た
が
る
対
象

種
の
栽
培
漁
業
を
展
開
す
る

た
め
の
「
種
苗
等
交
換
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
、
藻
場
や
干

潟
の
再
生
、
漁
港
の
持
つ
増

殖
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
施
設
整
備
を
検
討

す
る
「
生
育
環
境
の
保
全
及

び
改
善
に
関
す
る
調
査
」
事

業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
漁
協
な
ど
が
行
う

中
間
育
成
試
験
、
放
流
効
果

調
査
、
養
殖
技
術
導
入
試
験
、

藻
場
造
成
試
験
、
都
市
と
漁

村
の
交
流
の
実
践
な
ど
の
豊

か
な
海
づ
く
り
に
関
す
る
活

動
や
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

▽
協
会
所
在
地
＝
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
九

ー
六
、
小
伝
馬
町
松
村
ビ
ル

六
階
、
電
話
番
号
０
３‐

五

六
五
一
ー
三
五
〇
一
。

　

昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
一
月
ま
で
の
間
の
協
会

へ
の
寄
付
・
募
金
は
、
み
う
ら
漁
協
松
輪
支
所

の
「
浜
鈴
丸
」
さ
ん
が
、
十
一
月
に
八
万
千
五
百

八
十
九
円
を
募
金
し
て
く
れ
た
の
を
は
じ
め
繰
り

返
し
協
力
金
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
藤
田
一

雄
さ
ん
は
、
十
一
月
と
十
二
月
に
各
二
千
円
を
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
寄
付
し
て
下
さ
る
宮
本
康
弘
さ
ん
も
十
二

月
に
三
万
円
、
年
二
回
、
釣
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

参
加
者
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
く
れ
て
い
る
リ
ビ

エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
・
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
か
ら
は
、

十
二
月
、
「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
」
で
参
加
者
に
募
金

を
お
願
い
し
て
く
れ
て
集
め
た
七
万
五
千
円
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
市
漁
協
の
「
お
か
だ
丸
」
さ
ん
か
ら
は
、

十
二
月
に
五
千
七
百
五
十
一
円
の
募
金
が
あ
り
、

平
塚
市
漁
協
の
「
庄
三
郎
丸
」
さ
ん
は
、
今
年
一

月
に
一
万
二
千
円
を
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何  

②

㈶
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事　

今

井

利

為

　

そ
の
一
つ
は
、
漁
獲
過
剰

の
問
題
で
す
。
漁
業
者
に
は

「
獲
っ
た
か
見
た
か
」
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に

漁
獲
し
て
自
分
の
目
で
見

て
、
漁
獲
物
を
手
中
に
収
め

な
い
と
安
心
で
き
な
い
と
の

気
持
ち
が
漁
師
に
は
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
資
源
管

理
な
ど
の
管
理
目
標
を
設
定

し
て
も
、
狩
猟
本
能
を
抑
え

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

く
、
目
の
前
に
魚
が
現
れ
れ

ば
、
獲
っ
て
し
ま
わ
な
い
と

気
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
が
一

般
的
で
す
。
ま
た
、
日
々
の

暮
ら
し
を
営
ん
で
い
く
た
め

に
は
現
金
収
入
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
す
。
代
替
す
る
漁

業
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
資
源
が
無
く
な

っ
て
は
、
元
も
子
も
あ
り
ま

せ
ん
。
資
源
を
回
復
す
る
手

段
と
し
て

は
、
有
効
な

禁
漁
区
、
禁

漁
期
な
ど
の

資
源
管
理
策

を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
網
目
の
規
制
や
制

限
体
長
を
設
け
、
卵
を
産
む

前
の
魚
を
保
護
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
海
の
中
で
魚
の

数
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
人
工
的
に
種
苗
を

生
産
し
、
放
流
す
る
栽
培
漁

業
が
有
効
で
す
。

　

資
源
が
回
復
し
な
い
も
う

一
つ
の
原
因
は
、
水
産
生
物

の
発
育
段
階
、
特
に
、
幼
稚

仔
期
に
お
け
る
環
境
の
悪
化

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

沿
岸
浅
海
域
の
埋
め
立
て
に

よ
っ
て
、
幼
稚
仔
が
生
育
す

る
干
潟
や
藻
場
な
ど
の
浅
海

が
消
失
し
た
こ
と
も
漁
獲
量

減
少
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
沿
岸

の
陸
地
か
ら
の
生
活
廃
水
や

工
場
廃
水
に
よ
る
汚
濁
負
荷

に
よ
っ
て
も
幼

稚
仔
の
生
き
残

り
に
影
響
し
て

い
ま
す
。

　

二
十
世
紀
後

半
の
沿
岸
域
開

発
は
高
度
経
済

成
長
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
豊
か

な
水
産
資
源
を

失
い
、
再
度
、

生
活
の
豊
か
さ

と
は
何
か
を
問

い
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
二
十

一
世
紀
は
、
失

っ
た
沿
岸
域
の
環
境
を
取
り

戻
し
、
自
然
の
生
産
を
発
揮

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
沿
岸

の
資
源
を
回
復
す
る
た
め
の

前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

（
三
）
栽
培
漁
業
と
は
何

　

そ
れ
で
は
、
本
題
の
「
栽

培
漁
業
に
つ
い
て
」
話
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

　

今
さ
ら
「
栽
培
漁
業
っ
て

何
」
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
困

る
人
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
校
五
年
生
の
社
会
科

で
は
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
学

習
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
は
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
も

う
一
度
、
復
習
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

漁
業
は
、
海
や
川
、
湖
か

ら
魚
や
貝
、
海
藻
の
生
物
資

源
を
採
っ
て
生
活
す
る
産
業

を
言
い
ま
す
。

　

資
源
に
は
、
鉱
物
資
源
の

よ
う
な
一
度
採
っ
た
ら
次
第

に
無
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
、

生
物
資
源
の
よ
う
に
親
と
な

る
資
源
を
残
し
て
お
け
ば
あ

る
程
度
採
っ
て
も
時
代
を
超

え
て
採
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
漁
業
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

水
産
資
源
は
一
対
の
雄
雌

か
ら
、
数
千
〜
億
の
単
位
で

子
供
が
誕
生
し
ま
す
。
し
か

し
、
誕
生
し
た
子
供
が
全
部

残
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
て
直
の
子
供
は
泳
ぐ

力
も
弱
く
、
小
さ
い
の
で
、

他
の
生
物
の
餌
と
し
て
食
べ

ら
れ
た
り
、
子
供
の
と
き
に

食
べ
る
餌
が
無
い
と
こ
ろ
へ

運
ば
れ
た
り
し
て
死
ん
で
い

き
ま
す
。　

（
つ
づ
く
）

神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
校

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

寄付・募金実績20年 １１月 － 21年 １月
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編
集
後
記

神
奈
川
県
漁
業
士
会
が
創
設
二
十
周
年

総
会
後
に
記
念
式
典
を
挙
行

　

神
奈
川
県
漁
業
士
会
は
、

一
月
二
十
七
日
、
箱
根
パ
ー

ク
吉
野
の
会
議
室
で
、
二
十

一
年
度
通
常
総
会
の
後
、
創

設
二
十
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
ま
し
た
。
　

午
後
三
時
か

ら
総
会
で
、
鈴

木
喜
一
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
た

後
、
米
山
健
神

奈
川
県
水
産
課

長
、
長
谷
川
保
神
奈
川
県
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
高

橋
征
人
神
奈
川
県
漁
連
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
議
長
を
選
出
後
、
二

十
年
度
事
業
報
告
、
二
十
一

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
、

二
十
一
年
度
に
は
研
修
会
の

開
催
、
他
県
漁
業
士
会
と
の

交
流
な
ど
の
事
業
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　

午
後
六
時
か
ら
二
十
周
年

祝
賀
会
に
入
り
、
三
名
の
歴

代
会
長
が
一
言
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、
福
谷
潤
神
奈
川

県
信
漁
連
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
で
、
同
漁
業

士
会
の
二
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
が
編
集
し
た
Ｋ

Ｎ
Ｇ
神
奈
川
県
漁
業
士
会

「
創
設
二
十
周
年
記
念
誌
」

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
誌
に
は
、
鈴
木
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
の
同
会
の
活
動
や
あ
ゆ

み
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
カ
ラ
ー
写

真
入
り
で
、
冷
海
水
製
造
施

設
を
見
学
し
た
こ
と
や
愛
知

県
に
ト
ラ
フ
グ
漁
業
の
視
察

に
行
っ
た
こ
と
、
第
二
五
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

で
、
ア
ジ
の
開
き
方
教
室
を

開
催
し
た
こ
と
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
期
か
ら
十
期

ま
で
の
役
員
名
簿
、
前
会
長

ま
で
三
名
の
歴
代
会
長
や
会

員
の
写
真
が
顔
写
真
入
り
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
六

十
五
歳
で
退
会
し
た
人
、
亡

く
な
ら
れ
た
会
員
の
顔
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

同
会
の
人
脈
を
目
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
小
冊
子
で
す
。

　

不
況
の
た
め
、
職
を
失
う

人
が
た
く
さ
ん
い
る
、
と
の

報
道
が
多
い
よ
う
で
す
。
他

人
の
不
幸
に
つ
け
込
ん
で
い

る
、
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、

後
継
者
不
足
、
漁
業
者
の
高

齢
化
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
漁

業
界
に
と
り
、
人
手
を
確
保

す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
す
。

　

漁
業
の
現
場
で
働
く
の
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

収
入
さ
え
よ
け
れ
ば
就
業
す

る
人
が
い
る
だ
ろ
う
と
、
思

い
ま
す
。
た
だ
、
魚
が
獲
れ

る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
資
源
を
維
持
、

増
大
さ
せ
る
栽
培
漁
業
は
不

可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

朝市・直販所めぐり シリーズ⑯

まぐろ直販センター
ＪＦ神奈川漁連鮪加工場直営店

　【アクセス】
　横浜横須賀道路を終点の佐原で出て信号を右に。海岸の国道134号線
を右折すると約20分で三崎港に突きあたり、ロータリーを右に進むと、三
崎魚市場が見え、その横が「まぐろ直販センター」（三崎朝市会場前）です。
《問い合わせ》　まぐろ直販センター　ＴＥＬ ０４６ー８８１－０８７２

産
直
セ
ン
タ
ー

う
ら
り

三
崎
公
園

まぐろ直販センター
三崎鮪
加工センター

朝市会場

超低温冷蔵庫 三崎魚市場

海

まぐろ直販センター位置図

　

マ
グ
ロ
と
い

え
ば
三
崎
港
で

す
が
、
そ
の
三

崎
新
港
で
刺
身

用
の
マ
グ
ロ
を

加
工
し
て
い
る

の
が
、
Ｊ
Ｆ
神

奈
川
漁
連
で
す
。

そ
の
工
場
に
併

設
さ
れ
て
い
る

の
が
、
直
営
店

の
「
ま
ぐ
ろ
直

販
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。

　

天
然
も
の
の
刺
身
用
メ
バ

チ
マ
グ
ロ
の
赤
身
は
も
ち
ろ

ん
中
ト
ロ
、
本
マ
グ
ロ
の
中

ト
ロ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
が
、
年
末
な
ど
は
本
マ
グ

ロ
の
大
ト
ロ
の
ブ
ロ
ッ
ク
や

サ
ク
も
取
り
揃
え
て
お
り
、

マ
グ
ロ
加
工
場
の
直
営
店
だ

け
に
、
「
安
心
し
て
美
味
し

い
マ
グ
ロ
が
買
え
る
」
と
い

う
常
連
客
も
多
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

刺
身
以
外
で
も
「
マ
グ
ロ

の
漬
け
」
「
ま
ぐ
ろ
の
ほ
お

肉
の
フ
ラ
イ
」
「
カ
ジ
キ
の

竜
田
揚
げ
」
「
シ
ロ
カ
ワ
カ

ジ
キ
の
味
噌
・
粕
漬
」
、
大

好
評
の
ビ
ン
ナ
ガ
マ
グ
ロ
の

「
缶
詰
」
な
ど
、
マ
グ
ロ
関

係
の
商
品
が
豊
富
に
揃
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
魚
を
使
っ

た
ギ
ョ
ー
ザ
「
お
魚
く
ん
」

な
ど
や
海
藻
類
の
各
種
商
品

も
販
売
し
て
い
ま
す
。 安心してマグロが買える、

　　　と評判の「まぐろ直販センター」

総会開く

２０周年記念誌

　

日
本
釣
用
品
工
業
会
が
主

催
し
た
「
国
際
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
シ
ョ
ー
２
０
０
９
」
は
、

二
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま

で
、
み
な
と
み
ら
い
・
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
シ
マ
ノ
、

ヤ
マ
リ
ア
な
ど
の

各
社
が
、
ニ
ュ
ー

モ
デ
ル
、
人
気
の

あ
る
釣
具
な
ど
を

展
示
し
、
来
場
者

に
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
水
産
庁
、

水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
、
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
推

進
協
会
の
ブ
ー
ス

に
は
、
神
奈
川
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ア
マ

モ
場
造
成
な
ど
や
当
協
会
の

稚
魚
放
流
継
続
の
た
め
の
ポ

ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、

同
ブ
ー
ス
で
は
「
お
さ
か
な

ク
イ
ズ
」
が
行
わ
れ
、
長
い

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
釣
振
興
会
が
種
苗
放

流
の
た
め
に
来
場
者
に
寄
付

を
お
願
い
し
た
ブ
ー
ス
で
は
、

募
金
を
す
る
人
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
湾
遊

漁
船
業
協
同
組
合
の
ブ
ー
ス

で
は
、
「
海
に
生
き
る
海
を

守
る
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

神
奈
川
県
漁
連
の
「
マ
グ
ロ

漬
け
丼
」
、
神
奈
川
県
中
型

い
か
釣
漁
業
協
会
の
「
い
か

焼
き
」
な
ど
が
人
気
で
し
た
。

来場者で溢れた会場

ニュ
ー
モ
デ
ル
の
釣
具
も
大
人
気

国
際
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
２
０
０
９

　

横
浜
市
漁
協
の
小
山
紀
雄

組
合
長
が
昨
年
秋
に
褒
章
受

章
し
た
こ
と
を
と
も
に
祝
お

う
と
、
二
月
十
七
日
、
横
浜

市
西
区
み
な
と
み
ら
い
の
ヨ

コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

「
小
山
紀
雄
さ
ん
の
黄
綬
褒

章
受
章
を
祝
う
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　

同
漁
協
、
漁
業

信
用
基
金
協
会
、

漁
連
、
信
漁
連
が

主
催
し
、
関
係
団

体
の
協
賛
を
得
て

お
祝
い
と
今
後
の

活
躍
を
お
願
い
し

よ
う
と
開
催
し
た

も
の
で
、
神
奈
川

県
、
漁
業
団
体
、

漁
協
幹
部
な
ど
百

六
十
人
が
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。

　

小
山
組
合
長
は
、
永
年
に

わ
た
り
漁
業
に
携
わ
る
と
と

も
に
、
平
成
十
五
年
に
は
横

浜
市
漁
協
の
組
合
長
に
選
任

さ
れ
、
以
後
、
神
奈
川
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
、
県

水
産
審
議
会
委
員
、
県
漁
業

信
用
基
金
協
会
理
事
長
、
県

漁
連
副
会
長
に
就
任
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
県
下

水
産
業
界
の
要
職
を

歴
任
し
、
神
奈
川
県

下
の
水
産
業
界
の
振

興
発
展
に
貢
献
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
黄
綬
褒
章
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

多くの人が出席した受章祝賀会

小
山
紀
雄
さ
ん
の
黄
綬
褒
章
受
章
を
祝
う
会

多
く
の
関
係
者
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
る

k
k

k
k

k
k

k
k

k
k

k
k

k
k

k




